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市大山岳会ニュース 〃仇jヱ ヱβ（氾．乙ユ  

総会が開催されました  

平成13年5月12日［土］大阪弥生会館にて   

40会名の事加を得、盛況の内に終わりました。現役節■がとうとう一人もいなくなり、腑途が危ぶ  

まれています。が妙案は出ていません。また今回は肘が、「これまでの遠征を振り返って」というこ  

ともあり、ランタンリルン1次隋遠征で亡くなられた大▲さんのご豪族や、カンジロバヒマール、ラ  

ンタンリルン3次＃＃■である故後♯さんのごよ族も後半より事加いただきました。   

◆12年よ活動報告（企青運営／東京支那／現役）  ◆ ■漬 「これまでの逮征を振り返って」  

◆会計報告・会計監査報隼  リルン1次＃：よ谷光一∬氏  

◆13年よ活動什青  2次＃：近事哲也氏  

◆ヒュッテ書■運営委■報告  3次＃：判 明氏  

◆その他 十助会■の推■／会則の変更  カンジロバヒマール：奥田土民  

四 光 ヰ：武郎秀夫氏   

出席書：大♯、池永、荻野、よ谷、川靡、有、北濃、真野、♯本、浅那、近膚、小林（漂）、上皇、小笹、  

中■、薄田、山辻、伴、苑欄、岡野、佐々木、上田、上野、♯村、書木、山田、奥田（土）、よ＃、  

大■、薄田、西村、兵瓢、福山、武那、片岡、八木、小暮、矢倉、尾形、  

（書的会■）欄壇暮、大堀 （ゲスト）大▲、後轟  

平成12年度会計報告（H12．3．1～H13．5．8）  

2．特別会計（現役部1＃助会計）  

＜収入＞  ＜支出＞  

♯り越し174，449  繰り越し  177，449  

1．一般会計  

＜収入＞  ＜支出＞  

♯り越し 77，050  総会＃蕾t 319，955  

轟暗合t 2Z4，000  加工t  89，750  
年会t  416，000  行事t  lO，000  

事務t   159，740  
♯り趨し 137，605  

合計  半717，050  合計  半717，050  合計  半174，449  合計  半174，449   
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平成13年度 行事計画  

①4月21日吐）  

②4月28日出～5月6日胤  

⑨6月178旧I  

④6月上旬  

（診7月下旬  

⑥7月中旬～8月中旬  

⑦9月中旬  

⑧10月6日出～8日臍I   

⑨11月2日掛～4日旧）   

⑩12月後半～1月初  

⑪2月9日出～11日㈲  

企毒運営幹事（藤村・上空・上田・大島）  

（t任寺：上皇、島川）  

（責任者：上乱佐々木）  

（書佳肴：八木）  

（t住着：藤本）  

（手任毒：山田、大島）  

（書住着：小笹、上皇）  

幕7回バードウォッチング  

早書の山野に■の輩を  

第5国立山自然の旅  

5年ぶりの書■荘。丑山・スキー・温泉etc．  

兼110回大阪市立大学ポート素  

姓貞のこ回戦三回戦進出を！  

rヒュッテ曹繹」患檜の井い  

山荘建設にお世話になった方々にお礼のtいを  

北アルプス・南アルブスの振  

替機のご希望をお耳せください。  

ヨーロッパアルプス合宿  

シヤモニ、ツェルマット、グリンデルワルトをBCに一 柳も可能。  

義山会合同山行（山荘利用）  

甫ア 千丈・甲斐駒  

紅葉と新雪の北アルプス（山荘利用）  

ヒュッテー雪■J日周年配念イベント  

スキー及び冬山豊山（山荘利用）  

中央アルプス 量■のヰより駒ヶ岳  

台高山鵬走   

高見山～再見山の樹氷がお勧め  

（暮佳肴：∧木）  

（t任者：さ村）  

（★任著：久保田、山田）  

（暮長考：上田・佐々木）  

（千住者：■村）  

数行事の事前個別案内は、軽千節減のため一切やっておらす、年¶行事の案内は総会だけですので、   

参加希望者は行事千住寺へ連絡していただきますよう宜しくお願いします。  

「ヒュッテ雪線」会計報告（H12．3．1～H13．2．28）  

＜収入＞  ＜金額＞  ＜増減率＞  

前年丘舶金  1，697，229  128  

書付金  20，000  SO  

利用料  589，000  89  

t舌利用料金地  5，645  166  

＜支出＞  

t気代  

ガス代  

t鈷代  

水遭料  

燃料代（灯油）  

＜金礪＞  ＜増減率＞   

56，078  120   

ヰ0．306  109   

28，505  114 

37，800  100   

1，85Z  35   

26，660  176  

102，509  93   

Zl，520  －（157）   

1，260  171  

6，291  

2，001，982  118  

（個人負担）  

雑収入  

預金利息  

11，771  79  汲み取り代  

地代・凰定資産税  

謝礼く薪）  

＃送・振込代  

姓千  

里年度■鍍金  

1，118  140  

半2，324，763  114  半2，324，763  114  

会則の改正  第10集 ハ）項目を追加しました。  

大阪市立大学山岳会会則 幕10集（事業）  

本会は、次の事業を行う。  

・イ）豊山および登山技術の研究  

口）山岳郎の指導と♯助  

ハ）駒ヶ根山荘「ヒュッテ雪縛」の運営  

静、運営のための定めは平成9年4月   

12日付けの「大阪市立大学駒ヶ根山荘  

ヒュッテt♯定数」による．  

ニ）その他、役■会において承認を得た事業  

と行事   
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賛助会員の承認   

会1の藤村達夫氏より下記＃助会員の推薦があり、承思されました。  

一名  生見潤「郎氏  

総会欠席のハガキより  

池田専次  

満79才。まだ近くの山（六甲など）を歩いています。  

林日出麒  

手術後、山歩きは自重。地域・老人大学OBともども  

枚方で頑張っています。  

岡本世夫  

現役入部にむけて役員の努力を期符する。「ふりかえっ  

て」ばっかりの山岳会に魅力はない。  

沢井弘忠  

月に乙3度は丹択ハイクですが、昨年11月に屋久島宮  

之浦岳翁択に行ってきました。キツーイ沢でした。今  
夏は利尻です。  

千田英数  

今年5月末にて大阪に帰ります。  

土正世夫  

今年も毎土日を使って「分水嶺の山を登る」というイ  

ベントで各地の山を登っています。  

講演 資料  

ヒマラヤ小史を駆け抜けていった人・森本嘉一氏  

廣谷 光一郎   

第二次世界大戦後、8本の丑山井は8本山岳会のマ  

ナスル（1953－57）を皮切りに京♯大学学士山岳会のチ  

ョゴリザ（1958）、北大山岳会のチャムラン（1958）な  

どがいすれも量1され、1959年には8本山岳会がヒマ  

ルチュリに拭宣した．   

明けて1960年■大山岳会はヒマルチュリ、京大学  

士山岳会はノシャツク、女性＃はディオチパ、同志社  

大山岳会はアピなど、未揮ヰヘの挑戦がなされ、8本  

のヒマラヤ丑山史の夜明けとも言われる時代に入って  

いた．   

他方、大阪市立大学山岳会においても、他の大学山  

岳会と同機にヒマラヤへの■の舞硯化のための努力が  

払われていた。  

1949年、山岳部1であった池永暮▼丘が中心とな  

り、ヒマラヤ研究会が発足した。その運営を暮も支持  

し応援した人が森本丘であった。  

1960年2月、大阪市立大学山岳会のヰ蒔絵会にお  

いてヒマラヤま征委1会が編成され、具体的な什爾に  

ついては森本氏に任せられたのであった。このような  

縫■と前後して森本丘の溝助はフル回転していったの  

である．   

今後、公表する森本レター・ファイルは★京在億の  

広谷との豊山離縁成に至るまでのレターである。杓一  

年間にわたる交換レターには森本氏のヒマラヤにかけ  

る情熱、■書融嗣紺嬢、リーダーシップ、そして人  

としての悩み、心の暮■などがつぶさにさじられるの  

である。   

森本レターは1960年1月15日から始まり、そし  

て1961年5月11日、大■麟虞、シェルパのガルツ  

ェン・ノルプと共にランタン氷河に瞳るのである．   

牡りの部分を一郎朗蹟し、森本先♯を偲ぶこととし  

ます。  

朝  読 ＝＝＝   
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ランタン・リルンと私   

近藤哲也  

35年ぷりに、当時の日記■を取り出してみました。  

昭和36年6月13日、事1次靂征＃ガ職丁し、カ  

ルカッタからタイ航空で轟本さん、伴さんらと3人で  

ラングーンに入りました。6月15日サンテア号に乗船、  

シンガポールから番譜を経て、6月30日神戸港に書き  

ました。この2週間の船擦Iま色々なことが環の中をか  

けめくっていたのを思い出します。当時の気持ちを日  

記帳の散文から記してみます。  

見よす限りの大藩原  

マラツ力漕峡の遥か彼方に  

この書聖の統くヒマラヤ山中に  

ねむ  

我が友二人は永嶋る  

いつの日か  

再びこの清原をしかと見つめ  

友に逢わんと書う  

6月16日  

マラツカ濡峡の船上にて  

昭和39年4月4日、事1次遽征から3年間の空自  

を経て、再びリルン氷河のBCに立ちました。   

アイスフォールの変勤の激しさ、数廣に王るt■を  

目撃した結集、南■よりのリルン氷河より一段上がっ  

た幾分安全な丘に仮のClを軟けました。アイスフォー  

ルの書♯と★鶉■ルートの偵♯を♯り返しました。  

4月13日、全1BCに■まり今後の行勤方針を協暮  

した鈷井、アイスフォールのルートは■■の危汝性が  

高く、十南■ルートに絞ることとなりました。  

4月21日、十南■ルートのチョックストーン眞下に  

CIl（5，600m）を軟けました。  

4月23・248、上部の偵♯とルートエ作を行いま  

したが、あまりにた望的な■■に＃■一同落慶の色を  

観せませんでした。氷のナイフリッジと宕■の遵統で  

荷上げルートとしては宣攣不可能であり、さらに上部  

までキャンプサイトが如いことで★蕎■ルートはk理  

だと分かりました。  

4月25日、CIに全＃■が■まり、今後の丑山行勤  

についてシェルパも含め各人の量見を叩きました。■  

■の危験を鷺憎の上で、アイスフォールルートを採る  

以外に方法はないと再韓鰐させられ、しかし本年のア  

イスフォールの状譜を考■して敬濃するのが得策だと  

リルン放薫を決定しました。  

5月 3 日、ランタン渓谷の未踏の山へと縫し再び  

リルン氷河に買ってきました。  

5月14・15t】、ランタン・リルンを目の前にし、  

リルンに量珊できない知念さにアイスフォールに取り  

付きましたが、アズキ宕の途中まで引き返しました。   

その後、昭和40年にネパール鼓府によってヒマラヤ  

丑山の♯止令が発布されたものの、昭和43年に38座  

の山々は霹♯されましたが、ランタン・ヒマールの名  

はありませんでした。  

数年のち、ネパール政府の丑山♯止地域の＃和が■  

され、市大山岳会として靡♯が表明されると事3次＃  

を派遺すぺく昭和47年11月、濃征＃什再を発表しま  

した。離農以下7名の構成で、モの中に私の名前はあ  

りませんでした。当時の私は毀什鯵の甘最として山剛  

斬幹書や札tオリンピックの地下鉄の投什などに追わ  

れ多忙をきわめていました。その一方で量頂ルートを  

触強し一人なくさめながらも、ランタン・リルンへの  

想いは次事に遼ざかっていったのです。  

昭和52年、丑山靡♯とともに丑山＃が■成され、昭  

和53年10月24日、ついにランタン・リルンは宣珊  

されました。と同時に払のリルンヘの想いも15年の■  

月をかけ、幕を閉じました。   
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「ランタンリルン・その回顧」  

伴  明  

ランタンリルン初茸頂後、既に22年が経ち「歴史と  

しての丑山行為」に入っていると患いますし、暮後の  

報告会、反省会、報告書の発行を通じて充分にー捨括」  

されています。   

1．総括  

一書でいえば、「ヒマラヤ未踏■への萱頂」という   

市大山岳会の丑山プロジェクトを成功させた、とい   

うことです。  

戦前から始まり、以来長年にわたるヒマラヤの未   

廉ヰを丑るという「丑山貴志」が、リルン丑頂によ   

って果たされた、それは個人の「山を丑りたい」と   

いう鷺志と実行が、市大山岳会という暮団の貴志と   

集行に暮糠拡大され、個人ではなし得ないプロジェ   

クトとして完成を見たといえます。書い換えれば、   

資金■凄から丑頂に至るまで昔で役欄分担して丑る   

ことができたということです。  

プロジェクトの成功の事因としては  

1）「リルンの初宣」という目的が明穐であったこと。   

2）よt高■何という＃有な素行力を持つプロジェク  

ト・リーダーがいたこと．   

2．「堂山活動」について   

この丑山の七大の特徴は、氷河ルートをナタレ（表   

■およぴブロック）を避けて生れるか、という点に   

ありました。リルン氷河のナタレにはルートの取り   

方によって致命的な「有効ナタレ」と、影■の少な   

い「無効ナタレ」があり、予測の付くものと“晴天   

の■書”があります。時期、晴間、気ユ、糠■暮な   

どの菌数でもあります。このナタレというリスクを   

具♯的に避けうるか、いわばナタレに対するリスク・   

マネージメントがどの程度でさたかが、丑頂の成否   

のもっとも大きな蓑眉であったと思われます。この  

リスクの把握と辞儀と回避対策それぞれが充分であ   

ったかどうかが闘われるところであります。   

総括としていえば、双眼鏡で氷河内を徹底朋にチ   

ェックし、それぞれのナタレの規儀／発生時間／危   

惧ま／影書よの把媚と欝■を行い、t鳶ルートをと   

ってルート用拓を行ったといえます。かなりの確度   

でナタレに対するリスク・マネージメントができて   

いた。その旺拠に必ずしも結果■ではないと患うの   

ですが、＃1のtもがこんなナタレの危験なルート   

はやめた、中止して帰ろうとはしなかった。一次陣  

従って、改めて申し述べることもないのですが、戦後  

の海外丑山開始40月年にあたり第三次＃lこついての私  

なりの捨持と、丑山活勤中のハイライトであったナタ  

レについての見解と思い出をお翳したいと居います。  

3）「堂山活動」を実行たらしめる本部が充分に機能   

し、インフラが嚢儀されていたこと。  

4）その結果、企業や会■の義助を中心とする資金／   

食料／葺■の■遵、王山許可、トリプパン大事と   

のジョイント専の実揚が欄■的に行われたこと。  

5）一次離のナタレ■暮の縫♯、二次＃の縫■、小♯   

／田畑／♯本遵の偵義山行など暮1な傭♯を山岳   

会のものとして着用し得たこと。  

6）「丑山活動」には、食の目的に添った20－30代   

の苦くて力のある＃■を遇ぶことができたこと。  

などが響けられます。   

丑山プロジェクトとしての書櫓とその異行はほぼ  

完璧であった、というのが¶■ながら私の総括であ  

ります。  

二次離の氷河の状況とは違うことの駆托／把提が陣  

としてできていたということです。   

ナタレの点検慶をはかり、ClからClダッシュヘ  

の変更、アズキ著より右ルートの予定をインゼル尾  

根への変更というように状況変化に伴う回避対策も  

行った。   

リスクテーキングした個所はアズキ著より左上し  

てインゼル尾根に取り付く節分でありました。その  

結果として、西村隊■のインセル尾根下郎ルンゼに  

おけ古書折事故をのぞさ、全■無事に－ケ月にわた  

る氷河の中での滞在が可能となったわけであります。  

と、ここまで述べてきましたが、それにしても、  

と、今だに思うことがあります．   

それはナタレの物理的環■ではなく、心理的圧迫  

感であります。   

士南璧から落ちるナタレの余濾であり致命傷には  

ならないと患っていても、Clでは伴／岡本がヘルメ  

ットをかぶってヰたり、後轟＃■の手記にあるよう  

に■屯薬を飲んでまで心耳的圧迫感を忘れようとし   
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た。インセル尾根より上のC2に入った   

陣■がやれやれこれでナタレの圧迫感から逃れら  

れると暮んだのも同じことです。いくらリスクマネ   

ージメントをつくして避けようとしても、不可知と   

いうか「晴天の霹靂」ともいうべきナタレが起こり   

うる可能性はゼロにはならない。特にClダッシュ前  

後にはそれがあった。   

後書主事離農がClダッシュテントサイト前後のル   

ートの雛持とヰ保を彼の任務とみすから繹してClダ   

3．今後の在り方   

リルンは1995年現在で15難が士頂しており、  

当会の初董を除き、14陣はすぺて兼甫♯あるいは甫  

犠をのぽり、冬手玉事も行われています。   

私個人としてはナグレのおとなしそうな時期をね   

らってもう一度氷河ルートを丑りたい気持ちはあり  

ますが、会の山行として苦い会■にぜひ兼甫♯を量  

ってほしいと強く患っております。  

ツシュにとどまり、それを実行したのですが、この  

心理的圧迫を一手多く感じそれに耐え抜いた後♯の  

■きこそが氷河ルート陣の成功に多大の千献をした  

のである、というのは決して遇富ではないと患いま  

す。   

このことについて、総括というよりは後♯王事離  

農への患いをこめて、改めて申し上げておきたいと  

患うのであります。   

もし、リルンはもうヤメだということなら、8，000  

メートル峰を会の山行として狙ってほしい。若手の  

会1の実力は武郎召をはじめ十二分にありますし、60  

■前後の会■も時間と体力は充分ある。   

丑山暮去を発現させ美行すること、が今当会に土  

も望まれることであることをあえて申し上げて終わ  

りと致します。  

カンジロバ・ヒマール  （主峰）初登頂（1970．11．7）  
常慶和久  

「意義」   

1．主書初彗頂   

2．カンジロバ周辺部（地図の空自那）の一節解明   

3．日本・ネパール初の合同＃   

4．苦手OBのーリルン■」の克服   

5．♯三次ランタンリルン遵征＃への布石  

「合同陣」をテコにネパール外務省より解♯時  

の「大阪市立大への優先的静可」を公文書で約  

束を取りつけた。   

「成功へのポイント」…r日本を出れば半分成功」   

「萱山許可取得」   

●広谷先♯（JAC理■）、丹那氏（日山協海外丑山  

■書会、■広大08）のお＝人の情報捷供とア  

ドバイスを頂き、諸手続がスムースに出来た。  

丹那氏には丑頂後も、毎年妨ネしリルン＝大阪  

市大を■きかけ、丑山馬轟からの伝曹を自宅優  

でTEL頂いた。  

r合同＃■成」   

●鼻先半、日ネ協会の今西舞鶴氏（マナスル丑頂   

手）、畦ネ日ヰ大健館松沢書記官のサポートは絶大   

であった。   

●ネパール側陣専権定折衝に先発陣として奥田君   

を派遣。獅子奮迅の着■で合同騰が結成できた。   

（心労のあまり円形脱毛症になった）   

「資金と準備」   

●山岳会外で新規に■妨先生（日生■院長）ルー   

トで募金を暮めることが出来た。   

●資材集結、研究会（勉強会）の場所として上田   

安子服篤学■（池田先輩）を提供して頂いた。   

●カトマンズでジェトロの柴田ご夫暮（王主にル   

ート）のサポートで有利な交換レートを活用した。   

r隊の■成」  

佐♯・後♯雪が中心に r脱ランタンリルン」を   

日清し、解♯38慮の研究活動を行っていた。これ   

が桟となり各自、主体性にあふれ、いつも今、何  

－6－   



をすべきかを心得ての活動が出来ていた。   

「登攣ルート」   

①J．タイスン（美田）が10年間lこ3度、北面  

から攻撃したが敗退。  

② ①をふまえて、♯声帯大離攫ゼの暮料より前   

山（バトラシ・ヒマール）超えをを想定した。  

甘′シ1lDL■  

221≠  
、■■㌧ 

＼、  ．．－ 
∴二  

／  

亡爪／  

dユ 寺島ク如、  

け  

＼  
＼．  

層別範・・ラ  

＿．、＝ミ℃－  

＼
、
 
 
 ノ

．
二
－
－
一
■
汗
上
7
ソ
 
 

占＞′も（）日印  

％ら  
竹  

「評価と影■」  2．「平均年♯24才」陣の靭量頂→   

■西学生山岳壬蟄合同陣（ケント■、小♯離農）  

3．1さすがのタイスンらが前後3回にもわたって入   

ったにもかかわらず、ついに長蛇を逸して■後の  

栄冠は1970年の大阪市大杜の勇敢な、かつ幸運   

も加わった適切な故事にヰらざる▼を得なくなっ   

たJ  

＜山と渓谷1971年5月号「カンジロバ山群  

とタイスン」吉沢一郎＞  

1．書10国王事賞（山と渓谷社）受1  

＜1971年5月＞   

同時受1亀  

岡志壮大（ダウラギリ1■、山辻先♯蓼加）  

JAC士海支那（マカルー★1畿初茸Ⅱ）  

山岳周恵会（冬期アイガー北安正主ならぴに  

グランドジョラス北重量事）   

四光峰から12年  

佐藤一良   

方丑山離の性格にも＃書を与えた。  

7000Heter、処女■、丑頂、書敵  

なしという愴疇を突き付けられた。  

同志社の平♯さんに大変な離を引  

受けたものと書われた時、払は董  

山離のt理著に社する事を決めた。  

四光■からチョーオユヘの連続董  

山・丑山後の各地ヰへのトレッキ  

ングは中止となった．揃って北京  

から大阪に蝉る■となった．空港  

で皆♯の出迎えを頂いた時t覆審  

としてこれで良かったと納得する  

とともに丑山書として彼の地を坊  

間する書があるだろうかとふと考  

えた事を鮮明に先えている。あれ  

から12年が経った。   

当時払は且に現役ではなくただ  

の叔父さんだと私自身に書い何か  

せていたが、12年も晴間が経つと、  

あのヰは苦かったのではないか、  

摂生してトレーニングに勧めば  

A8Cで停滞せす頂上まで行けたの  

ではないかと埼もない事を考えて  

しまうーがある。  

攣■■始から出発まで異に恵ま  

れたチームであったと患う。将来  

市大山岳会の中壌を担う若い人凄  

にヒマラヤ丑山を経れせしめ一段  

高みへ導こうという甘先輩の熱い  

患いと市制100周年記念書暮とい  

う旗のもとに綺暮した報道・経済  

界の方々、離■に書せられた職場  

の同憬の好暮、捗の書解と協力、  

京大・同志社を中心とした山岳界  

の人建の支撫と本当に多くの人妻  

のお世頓になった。泉さん、毎日  

新欄の佐■さん、暮紡の牧内全長、  

練物生鴨攣の依田教授が亡くなら  

れてしまった。各界を代表する  

方々の強い霊志、明晰な理解力、  

決♯と奥行力にふれる事がで卓た  

のは私の望外の幸せであった。史  

占書がGO！のサインを出し大楕前  

会長がそれを受けて下さった。   

100周年記念事業という旗は磁  

力をもって人々を引書付けたが－  

－7－  



前号にひきつつき、日経新聞土曜日版「日経プラス1」に連載されていた『spons健康学登山】  

後半を紹介いたします。体調を整えて、いざ山へ！  

・排 尿  1000～  
1帥0ミリリットル   

・皮頑  
しみだし     350ミリリットル   

発 汗  帥0～丁00ミリリットル  
（時に敷リットル）   

・呼 吸  100～刃0ミリリットル  

（高山では敷リットル）   

・′；、ん便     100～200ミリリットル  
（下痢で敷リットル）   

一
昔
前
は
ス
ポ
ー
ツ
の
最
中
 
 

に
水
分
を
摂
取
す
る
こ
と
ば
良
 
 

く
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
 
 

「
そ
ん
な
に
水
分
を
と
る
か
ら
 
 

疲
れ
る
の
だ
」
と
か
「
水
分
の
 
 

と
り
す
ぎ
で
汗
を
か
く
の
だ
」
 
 

と
か
言
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

我
々
も
か
つ
て
丑
山
の
合
宿
 
 

で
水
制
限
と
称
し
た
日
が
あ
 
 

り
、
朝
か
ら
一
滴
の
水
分
も
と
 
 

ら
ず
に
炎
天
下
の
山
を
歩
き
続
 
 

け
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
さ
せ
ら
 
 

れ
た
。
休
憩
の
時
に
木
の
葉
の
 
 

水
滴
を
す
す
っ
た
り
、
岩
場
を
 
 

流
れ
る
わ
ず
か
な
流
れ
を
軍
手
 
 

に
し
み
込
ま
せ
て
し
ゃ
ぶ
っ
た
 
 

り
し
て
生
き
延
び
た
。
今
考
え
 
 

る
と
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

相打  

暑
さ
に
対
抗
す
る
に
は
、
発
 
 

汗
で
気
化
熱
が
ど
れ
だ
け
効
率
 
 

よ
く
奪
わ
れ
る
か
に
か
か
っ
て
 
 

い
る
し
、
疲
労
を
招
か
な
い
よ
 
 

う
に
酸
素
を
運
ぶ
血
流
は
水
分
 
 

に
依
存
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
 
 

高
山
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
 
 

も
、
水
分
を
大
王
に
と
る
こ
と
 
 

が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

そ
れ
で
は
「
ど
の
く
ら
い
の
 
 

登 山 ⑤  
水
分
を
と
っ
た
ら
 
 

良
い
か
」
と
質
問
 
 

さ
れ
た
と
き
に
ハ
 
 

タ
と
囲
っ
て
し
ま
 
 

う
。
水
分
は
休
に
 
 

入
っ
て
く
る
分
 
 

（
I
N
）
と
出
て
 
 

い
く
分
（
O
U
T
）
 
 

の
差
し
引
き
で
考
 
 

水分補給に細心の注意  

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

I
N
は
飲
ん
で
い
る
分
よ
り
 
 

食
べ
て
い
る
分
が
多
い
。
通
常
 
 

は
一
日
一
Ⅲ
加
以
上
を
食
事
か
ら
 
 

と
る
。
炭
水
化
物
は
分
解
さ
れ
 
 

て
水
と
二
酸
化
炭
素
に
な
る
の
 
 

で
、
そ
の
代
謝
水
と
呼
ば
れ
る
 
 

水
分
が
約
三
百
C
。
あ
る
。
そ
れ
 
 

ら
に
飲
水
上
が
加
わ
る
。
 
 
 

O
U
T
は
状
況
に
よ
り
変
動
 
 

が
大
き
く
、
多
く
な
る
例
で
は
 
 

発
汗
、
下
痢
が
あ
る
。
夏
の
暑
 
 

い
さ
な
か
の
運
動
で
は
、
確
実
 
 

に
二
㍍
以
上
の
汗
を
か
く
。
ま
 
 

た
、
下
痢
を
す
る
と
一
気
に
脱
 
 

水
に
な
っ
て
し
ま
う
。
夏
の
暑
 
 

い
時
期
に
下
痢
し
な
が
ら
山
に
 
 

行
く
こ
と
が
い
か
に
危
険
な
こ
 
 

と
か
理
解
で
き
よ
う
。
ヒ
マ
ラ
 
 

ヤ
な
ど
の
乾
燥
し
た
高
山
で
 
 

は
、
酸
素
が
薄
い
た
め
呼
吸
数
 
 

が
増
え
、
多
い
時
は
一
時
間
に
 
 

三
百
C
C
も
の
水
分
を
失
う
。
 
 
 

実
際
に
こ
う
し
た
水
分
の
出
 
 

入
り
を
計
算
し
な
が
ら
水
分
補
 
 

給
を
し
て
ゆ
け
ば
良
い
が
、
な
 
 

か
な
か
そ
こ
ま
で
は
計
算
し
き
 
 

れ
な
い
。
簡
単
に
は
、
尿
の
色
 
 

が
茶
色
に
濃
く
な
れ
ば
脱
水
に
 
 

近
づ
い
て
い
る
と
考
え
、
常
に
 
 

透
明
な
尿
で
あ
る
よ
う
に
心
掛
 
 

け
る
と
脱
水
に
な
り
に
く
い
。
 
 

（
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
・
医
学
 
 

塩
田
 
純
〓
 
 
 

博
≠
 
 

健
康
的
な
生
活
を
送
る
た
め
 
 

に
丑
山
を
続
け
て
い
て
、
逆
に
 
 

休
を
壊
し
て
は
本
末
転
倒
で
あ
 
 

る
。
運
動
も
や
り
万
に
よ
っ
て
 
 

は
休
に
負
担
が
か
か
る
の
で
、
 
 

考
え
な
が
ら
山
登
り
し
な
け
れ
 
 

ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

最
も
障
害
が
起
こ
り
や
す
い
 
 

の
は
ひ
ざ
で
あ
る
。
ひ
ざ
関
節
 
 

の
上
と
下
の
間
に
あ
る
ク
ッ
シ
 
 

ョ
ン
と
し
て
働
い
て
い
る
軟
骨
 
 

が
、
使
い
過
ぎ
で
す
り
減
っ
て
 
 

し
ま
い
、
骨
が
直
接
当
た
っ
て
 
 

痛
み
を
撃
」
す
。
 
 
 

ひ
ざ
を
守
る
に
は
方
法
は
二
 
 

つ
し
か
な
い
。
一
つ
は
ひ
ざ
に
 
 

負
担
を
掛
け
な
い
こ
と
だ
。
普
 
 

段
か
ら
余
分
な
体
重
が
か
か
ら
 
 

な
い
よ
う
に
減
量
に
努
め
、
萱
 
 

山
の
下
り
で
は
決
し
て
駆
け
下
 
 

り
る
よ
う
な
こ
と
ば
し
な
い
。
 
 

通
常
の
歩
行
と
違
い
、
一
歩
の
 
 

飛
び
降
り
が
ひ
ざ
に
計
り
知
れ
 
 

な
い
衝
撃
を
加
え
る
こ
と
を
常
 
 

に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
 
 
 

ひ
ざ
に
多
少
と
も
不
安
の
あ
 
 

る
人
は
、
衝
撃
を
感
知
す
る
よ
 
 

登山 ⑥  
下りはむしろ肌■に  

う
に
ス
ト
ッ
ク
 
 

を
使
う
。
慣
れ
 
 

た
ら
両
手
に
持
 
 

つ
と
良
い
。
下
 
 

り
で
ひ
ざ
の
痛
 
 

み
の
悪
化
す
る
 
 

人
は
下
り
の
少
 
 

な
い
コ
ー
ス
を
 
 

選
択
す
る
。
例
 
 

ひざへの負担を避ける  

え
ば
八
ヶ
岳
の
横
岳
で
は
下
り
 
 

を
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
に
す
る
と
負
 
 

担
は
飛
躍
的
に
減
少
す
る
。
 
 
 

夏
に
比
較
的
多
い
の
は
膀
胱
 
 

（
ば
う
こ
う
）
炎
で
、
血
尿
、
 
 

排
尿
時
痛
、
頻
尿
、
時
に
は
発
 
 

熱
を
起
こ
す
。
休
の
抵
抗
力
の
 
 

低
下
や
、
腎
臓
1
膀
胱
－
尿
道
 
 

と
い
っ
た
尿
の
上
か
ら
下
へ
の
 
 

流
れ
が
減
少
す
る
と
、
・
体
の
表
 
 
 

面
に
常
在
す
る
菌
が
休
内
に
入
 
 

り
、
膀
胱
、
腎
席
へ
の
感
染
に
 
 

進
展
す
る
。
入
浴
で
き
ず
不
衛
 
 

生
な
状
態
に
あ
っ
た
り
、
脱
水
 
 

気
味
で
尿
上
が
減
る
と
、
膀
胱
 
 

炎
に
か
か
り
や
す
い
。
尿
道
に
 
 

連
和
感
を
感
じ
た
ら
、
水
分
摂
 
 

取
を
多
く
し
、
ト
イ
レ
を
我
慢
 
 

し
な
い
、
疲
れ
を
七
る
な
ど
に
 
 

留
意
し
た
い
。
 
 
 

脳
血
栓
は
血
糖
が
温
く
な
る
 
 

と
撃
」
り
や
す
い
。
血
糖
は
血
 
 

球
が
液
成
分
に
浮
い
て
い
る
の
 
 

で
、
水
分
が
減
少
す
る
と
血
液
 
 

は
濃
く
な
り
、
粘
性
が
高
ま
っ
 
 

て
詰
ま
り
や
す
い
。
山
で
の
発
 
 

汗
や
下
痢
は
時
に
は
大
l
の
水
 
 

分
喪
失
に
な
る
し
、
息
を
ハ
ー
 
 

ハ
ー
す
る
だ
け
で
も
吐
く
息
か
 
 

ら
水
蒸
気
が
多
士
に
失
わ
れ
 
 

る
。
水
分
管
理
を
し
っ
か
り
し
、
 
 

実
践
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
 
 

（
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
・
医
学
 
 

塩
田
 
純
〓
 
 

博
士
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登
山
愛
好
者
の
万
か
ら
「
山
 
 

で
太
も
も
を
つ
っ
た
の
で
対
策
 
 

を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
の
お
便
 
 

り
を
い
た
だ
い
た
。
足
が
つ
っ
 
 

て
し
ま
う
筋
け
い
れ
ん
は
萱
山
 
 

の
最
中
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
原
 
 

因
と
し
て
筋
肉
内
の
局
所
で
の
 
 

酸
素
不
足
が
考
え
ら
れ
る
が
、
 
 

筋
肉
の
冷
え
、
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
 
 

ア
ッ
プ
不
足
、
オ
ー
バ
ー
ベ
ー
 
 

ス
に
よ
る
疲
労
な
ど
が
そ
の
引
 
 

き
金
と
な
る
。
 
 
 

普
段
か
ら
運
動
や
山
塗
り
を
 
 

し
て
い
て
も
、
急
な
岩
場
の
続
 
 

く
山
だ
と
ペ
ー
ス
が
速
く
な
 
 

り
、
い
つ
も
よ
り
高
く
足
を
上
 
 

げ
る
頻
度
が
多
く
、
太
も
も
や
 
 

内
ま
た
の
筋
肉
が
つ
り
や
す
く
 
 

な
る
。
一
度
つ
っ
て
し
ま
う
と
 
 

王q汁i  

そ
の
け
い
れ
ん
の
た
め
に
酸
素
 
 

を
消
費
し
、
さ
ら
に
患
い
状
態
 
 

に
陥
っ
て
し
ま
う
。
 
 
 

ゆ
え
に
、
つ
っ
て
か
ら
ど
う
 
 

す
る
か
よ
り
、
つ
ら
な
い
た
め
 
 

に
十
分
な
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
 
 

プ
を
し
て
筋
肉
の
冷
え
が
な
い
 
 

よ
う
気
を
つ
け
、
オ
ー
バ
ー
ペ
 
 

ー
ス
に
留
意
す
る
の
が
第
一
 
 

だ
。
も
し
っ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
 
 

つ
っ
た
筋
肉
を
可
能
な
限
り
伸
 
 

ば
す
。
二
分
間
持
続
し
、
一
分
 
 

ももを；■く上げる岩欄  
は使い1井れない筋肉を  
使い、足がつりやすい  

登 山 ⑦  

間
休
む
の
を
数
 
 

回
繰
り
返
し
て
 
 

か
ら
休
憩
す
る
 
 

と
良
い
。
そ
の
 
 

ま
ま
じ
っ
と
治
 
 

る
の
を
待
つ
 
 

と
、
再
び
動
か
 
 

し
た
時
に
す
ぐ
 
 

足がつらない工夫を  

つ
っ
て
し
ま
う
。
 
 
 

筋
肉
痛
に
な
り
や
す
い
人
は
 
 

と
く
に
下
り
に
気
左
つ
け
る
。
 
 

筋
肉
痛
の
最
大
の
原
因
は
、
筋
 
 

肉
や
そ
れ
を
支
え
る
結
合
組
織
 
 

が
下
り
の
大
き
な
負
荷
に
よ
り
 
 

断
裂
す
る
こ
と
に
あ
る
？
断
裂
 
 

面
か
ら
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
キ
ナ
ー
 
 

ゼ
な
ど
の
物
質
が
洗
出
し
、
組
 
 

織
に
蓄
積
す
る
と
む
く
ん
で
さ
 
 

ら
な
る
血
流
不
全
を
招
く
。
 
 
 

丑
山
の
上
り
で
は
相
当
ハ
ト
 
 

ド
な
負
荷
左
か
け
て
も
筋
肉
痛
 
 

は
起
こ
り
に
く
い
。
し
か
し
、
 
 

下
り
は
慎
重
に
ゆ
っ
く
り
下
り
 
 

た
つ
も
り
で
も
瞬
間
的
に
全
体
 
 

重
が
緊
張
の
な
い
筋
肉
に
か
か
 
 

る
た
め
に
、
筋
肉
繊
維
の
断
裂
 
 

が
起
き
や
す
い
。
ま
し
て
や
勢
 
 

い
良
く
走
っ
て
下
れ
ば
、
筋
肉
 
 

繊
維
だ
け
で
な
く
、
ひ
ざ
関
節
 
 

に
も
大
き
な
負
荷
が
か
か
り
、
 
 

筋
肉
痛
と
ひ
ざ
の
痛
み
の
両
者
 
 

を
合
併
す
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

先
日
、
明
治
大
学
の
山
岳
部
 
 

旦
と
八
ヶ
岳
に
登
り
、
下
り
を
 
 

駆
け
下
っ
た
と
こ
ろ
、
二
、
三
 
 

日
、
ひ
ざ
と
も
も
の
筋
肉
痛
に
 
 

苦
し
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
全
く
同
 
 

じ
ル
ー
ト
を
下
り
が
遅
い
初
心
 
 

者
と
同
行
し
た
と
き
は
、
痛
み
 
 

が
少
し
も
出
現
し
な
か
っ
た
。
 
 

（
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
・
医
学
 
 

塩
田
 
純
こ
 
 

博
士
 
 

高
度
二
千
五
百
㍍
を
超
え
る
 
 

と
頭
痛
や
食
欲
低
下
∵
息
苦
し
 
 

き
な
ど
、
高
度
が
床
因
の
障
害
 
 

が
現
れ
る
。
高
所
に
と
ど
ま
る
 
 

と
さ
ら
に
症
状
か
悪
化
し
、
肺
 
 

水
腫
（
し
ゅ
）
ふ
脳
浮
腫
と
い
 
 

っ
た
重
症
高
山
病
に
な
る
こ
と
 
 

が
あ
る
。
国
内
で
も
北
ア
ル
プ
 
 

ス
や
富
士
山
で
発
症
が
見
ら
 
 

れ
、
死
亡
例
も
あ
る
。
一
、
二
 
 

泊
の
高
所
滞
在
後
に
発
症
す
る
 
 

の
で
、
通
常
の
富
士
山
丑
山
で
 
 

は
重
症
者
は
昇
外
少
な
い
が
、
 
 

頂
上
付
近
に
滞
在
す
る
と
重
症
 
 

に
な
る
こ
と
が
あ
る
．
。
 
 
 

肺
水
腫
は
肺
に
水
が
た
ま
っ
 
 

た
状
態
に
な
り
、
せ
き
や
た
ん
 
 

が
か
ら
む
の
に
続
い
て
呼
吸
吾
 
 

が
自
覚
さ
れ
る
。
さ
ら
に
進
行
 
 

訓話－i  
セ
5
0
0
㍍
以
上
で
は
‡
注
‡
 
 

す
る
と
チ
ア
ノ
ー
ゼ
（
口
唇
や
 
 

爪
が
紫
色
に
な
る
）
が
見
ら
れ
、
 
 

や
が
て
意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
 
 

て
き
て
生
命
の
危
機
と
な
る
。
 
 

初
期
症
状
で
は
せ
き
や
た
ん
の
 
 

増
加
が
あ
り
、
横
に
な
る
と
息
 
 

苦
し
さ
を
感
じ
る
。
 
 
 

脳
浮
腫
も
脳
に
水
が
た
ま
っ
 
 

た
状
態
で
激
し
い
頭
痛
と
苛
つ
 
 

吐
で
始
ま
る
。
歩
行
の
ふ
ら
つ
 
 

堂 山 ⑧  
き
や
目
の
ぼ
や
け
な
 
 

ど
が
競
れ
、
同
時
に
 
 

判
断
力
や
記
憶
力
が
 
 

低
下
す
る
。
こ
の
た
 
 

め
事
故
に
括
び
付
く
 
 

こ
と
が
多
く
、
転
落
 
 

や
滑
落
の
原
因
と
な
 
 

る
。
 
 
 高山病を防ぐ計画を  

治
療
は
下
山
す
る
こ
と
に
尽
 
 

き
る
が
、
下
山
時
や
救
助
を
待
 
 

つ
時
に
は
、
呼
吸
を
楽
に
す
る
 
 

た
め
座
位
に
し
て
ザ
ッ
ク
な
ど
 
 

に
寄
り
掛
か
ら
せ
腹
式
呼
吸
さ
 
 

せ
る
。
チ
ア
ノ
ー
ゼ
や
意
識
障
 
 

害
が
見
ら
れ
た
と
き
は
後
遺
症
 
 

を
残
さ
な
い
た
め
に
酸
素
吸
入
 
 

を
行
う
。
高
山
病
の
兆
候
が
出
 
 

た
ら
単
独
で
行
動
さ
せ
て
は
い
 
 

け
な
い
。
 
 
 

肝
心
な
の
は
予
防
で
、
な
る
 
 

べ
く
宿
泊
は
低
所
に
し
、
ヒ
マ
 
 

ラ
ヤ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
で
は
 
 

古
に
六
百
㍍
以
上
高
度
を
上
 
 

げ
な
い
よ
う
計
画
を
立
て
る
。
 
 

ま
た
、
休
の
循
環
を
維
持
す
亀
 
 

た
め
水
分
は
多
め
に
と
る
。
ヒ
 
 

マ
ラ
ヤ
で
は
一
日
数
㍍
と
る
よ
 
 

う
欧
米
の
教
職
書
に
は
書
か
れ
 
 

て
い
る
。
疲
労
も
高
山
病
の
引
 
 

き
金
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
睡
 
 

眠
不
足
や
仕
手
の
疲
れ
を
持
ち
 
 

込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
。
 
 
 

安
全
堂
山
の
た
め
の
詳
し
い
 
 

情
報
は
著
書
「
中
高
年
萱
山
書
 
 

の
た
め
の
生
理
学
」
 
（
本
の
泉
 
 

社
）
に
書
い
た
。
常
に
自
分
の
 
 

休
の
働
き
を
考
え
な
が
ら
準
備
 
 

を
怠
ら
ず
、
無
理
せ
ず
に
登
山
 
 

す
る
習
慣
を
つ
け
て
ほ
し
い
。
 
 

（
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
・
医
学
 
 

博
士
 
塩
田
 
純
一
）
 
 
 

＝
お
わ
り
（
次
回
は
卓
球
）
 
 

9   



∵－－∵カ㌔∴‾十一二‾；ごこ息蔓（2998m）  

藤本 勇  

立山・剣での快ヰの空の下で、ポロポロの皮凱こなった顔をみた女房は、開口一事「一緒に行かなくてよ  

かった－」と育った。  

期  間 ZOOl年4月27日－5月1日  

メンバー 暮幸 男、佐々木惣四∬、兵頭 渉．吉村岩代（兵頭書の知人）  

平均年♯は吉村さんの蓼加で56才と若返った．  

4月27日   

全■を清い京♯需インターを21時半に出発。ケーブ  

ル駅にはZ時に書いた。  

4月Z8日（快晴嶺属）  

ケーブル下（6：ZO）一重皇（7：25－8：00）一書▲巷（8：30  

－9：00）一錮御前小長（11：ZO－11：45）一三田平のテ  

ントサイト（12：15）  

昔、高校3年に進級する暮休み（1952年）にt山  

県山岳遵量主催の書山暮雪会に蓼加したときはケーブ  

ルなどの集り物はなく、急坂の材木坂をスキーを担い  

で生ったものだ。昔は2時間もかかったのにケーブル  

だと7分で糞女平まで壬んでくれる。立山■郎アルペ  

ンルートが円通して山と無さの人選が重量にヰまり、  

私選のように暮荷を背負っている丑山宥がよそ者のよ  

うだ。   

テントと食1などを坦くと一人の荷物は20キロを超  

した。果たして昔に迷惑をかけすに登れるだろうか。  

天気は快晴。荷物は暮いけれど■前小iの所までと書  

い聞かせて書▲沢の右岸の尾根を登る．小屋まで1回  

の休♯だけですんだ。   

剣沢への下りは快適そのものだ．弘達は三田平のテ  

ントサイトにテントを毀誉。  

昼下がり、快欄の下で兵草書はツェルトを日ほけにし  

て曇♯する。まさに至■の暗とは、この書簡をいうの  

だろう。  

4月29日（快疇）  

起床（3：15）一出発（5：05）一平手谷出会い（5：30－5：ヰ0）  

一平キのコル（8：05 － 8：40）一剣岳頂上（9：10 －  

10：00）一平栽のコル（10：ZO－10：40）一前錮（11：30）  

一錮山荘（13：40－14：10）－テント（14：35）   

ブラフーツにオーバーズボン、tにはハーネス（安  

全ベルト）をしめ、寛全な冬山スタイル。鋼沢のクラ  

ストしたtにアイゼンがよく効いて平蔵答の出会いま  

では一気に下った。   

今年は、まだ弘達が初めての入山書のようだ。時間  

帯も早く書はクラストしてナダレの心配はない。ただ  

ひたすら上へ上へと至っていく。1回の休尊を取ったの  

みで平葺のコルまで丑り切った。吉村さんの頑張りは  

すごい。まだ冬山の軽鋏も少ないのに昔に負けずに付  

いてこられる。  

平井の避義小長はトイレに変わっていた。漉くに鱗  

壌で、10mくらいのハシゴが宕壌にかけられている。  

その後が「カニの♯遭い」．アイゼンを見いての岩萱り  

は繋彊を強いられる。兵頭書はずイルを出して吉村さ  

んを穐侵しながらの宣攣。   

岩場をすぎてt後のTの♯繍を辿れば、日礪の剣岳  

だ。頂上からは360度の展望が秦しめた。よ揮川を挟  

んで白馬から針ノ本に至る後立山遵ヰ。北には毛■、  

獅又の疇々。南には大きな山手の薬軒岳。速く乗鞍ま  

でも見えた。しかし槍・穂ホは立山が邪魔して見えぬ。   

下山は量りよりも≠暮になる。平井谷を下ってテン  

トにまる予定だったが、一般ルートに魅力を感じて変  

更した。前側の手前の斜よ60丘はある書壁の下舟には  

全■ザイルを結んで安全に下る。  

姓書うともなく、もう一晩鋼の見えるテント壌に泊  

まることにした。巨の前には苦労した鋼岳が輩えてい  

る．近くの遭松には冬毛の残った書▲のつがいがホを  

ついばんでいた。劇沢でスキーやスノボートを楽しん  

できた人達が生ってくる。  

そして我々は劇に誉れた鳶足感にまっていた。  

4月30日（小雨のち疇れ）  

三田平テントサイト（7：15）一剣1前小長（8：15）一書▲  

荘（9：40）   

小爾も上がったが複界は書い。蕾▲沢を下っている  

と下から二人の丑山■が量ってくる。上田・幸崎の両  

署であった。この天気ではよたして角の一角でも見え  

るかな。  

ー10－  
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2000～2001年冬山  

知床羅臼岳報告  
尾形達也   

正月山行は知床半島の縦走を計再した。  

知床岬から知床岬まで縦走の計再であったが、惨めな失敗に終わった。  

1日平からは兼側の沢を150m程下り、樹林帯の中  

にテントを張る。時間はまだ早いが縦走を続ける気に  

はなれない。知床の日没は早い、行勤可能なのは16時  

までである。吹書に遭いつくばり身動きもならないま  

ま、暗くなっていく糠■で凛りついていく我が身を想  

●し恐怖した。  

書は降っているがたいしたことはない、嘲まで放って  

おいても埋まることはないだろう．  

30日 暮  

9：00莞一三ッヰ10：10一南岳北側のコル14：15一知  

西則岳末尾欄上サイト16：10   

テントの中でぐずぐずしているうちに理由も無く出  

発が遅れてしまった。糠■に戻って＃走を続けなけれ  

ばならない。気分が工い．   

書臼平に丑り返したところで立ち止まる。昨日の恐  

怖がよみがえってきた。今日も凰闇吹いているが、ま  

つすく立っていられる程度で、昨日に比べればそよ且  

といってもいい。視界は相変わらずであるが行勤には  

なんの間■も無い。   

患い、とにかく恐い、しかし引き返す理由は見当た  

らない。立ち尽くしていたのは5分位か、あるときガ  

スがフツと一時的に嶋れ、次のピークへのルートが■  

になり、引き込まれるように進み出してしまった．別  

に何かを決断したわけでもない、反射的に行動を起こ  

してしまった。   

ルートファインディングには気を使うものの、さし  

たる闘耳もなく次々とど－クを纏えていく。主糠♯は  

前も後ろもほとんど見えないが、臼後▲、オホーツク、  

ウトロ市街地などは時々見える。恐らく下界は疇天な  

のだろう。しかし嘲出遅れたのが■き、穣心那を通遇  

する前に夕暮れがやってきた。兼岳の手折から携林を  

もとめて★側へ下降するが、視界は下るにつれて広が  

ってくるものの、いつまで下っても吹きさらしのハイ  

マツ幕で少々あせる。1400m程よでダケカンバがまと  

まっているところで投首。  

12月27日■時々雪  

知床センター前暮20：00   

前8大阪を夜行パスで出発、羽田から女■別空港へ  

飛び、網走の＃便局で先に違ったガスカートリッジと  

食料を回収し、JR、パス、タクシーを乗り♯ぎウト  

ロの知床自然センター前で下事。北海道は遇い。   

■初の夜行バスが■故で2晴間遅れた結果、丑山ロ  

ヘは7疇憫壬れの舅■となった。  

丑山口で書を降りた所にテントを張る。  

Z8日 暮時々雪  

7：25寛一知床■113：00「■日長中止lO50m15：00   

♯がまだ暮荷に慣れすしんどい．ついつい体鶏の間  

隔が短くなる。ラッセルは置から騰程よ。  

知床岬は1で書が飛ばされ舗装が■出していた。  

礪高1000m位から上はガスがかかっており、1日岳  

も見えない。  

森林限界逝くまで壬り樹♯の中に投曹。  

29日 ■時々書  

7：00尭－鼻白岳12：30一暮日平13：40－サイト14：15   

且が強烈、視界も無い。時々100m程よ先までぽん  

やり見える程度。投青嶋所から右にトラバースし萬場  

にルートをとる。部分的には漁網の強い所もありハイ  

マツを掘り起こし、ピッケルを手掛かりにし、事じ生  

る。天気が良ければ書西ルンゼからと考えていたが、  

この時期この場所での好天穐率を考えれば、はじめか  

ら粛糠の什酉にしているようなものだ。   

高よが上がると■はますます強くなる。ヰ斜に闘わ  

らす事じ量るかっこうだ。1日古漬上付近は∫岩の点  

在した広々とした場所で、いったいどこが頂上かよく  

わからない。ビックを書面やハイマツに引っ掛けつつ  

遭って進み、一書高いと思しき辺りから1日平側に下  

降する。下降ルートは糠線のやや★書りをとったので  

且はいくぷんましであるが、やはリバランスがとりづ  

らく、後ろ向きでクライムダウンする。よほど傾斜が  

♯くなった所からは歩行するが、■に爛られ千鳥足で  

すすむ。  

－11－   



天気図をとると昨日の低気圧は千▲の辺りで台且並  

みに発達し、しかも＃滞をしている。これが下山の口  

臭の駄月押しになった．  

2日 雪  

9：30発一海岸遭慮10：40一書日12：40   

昨日からジェット廿が至近距暮を飛んでいるような、  

ものすごいょの膏がしている。もっともテントはわず  

かにゆれる程ょである。出発して2時間で町に出てあ  

つけなく山行は終わった。  

先全な敗北である。自分の萌さを思い知らされた山  

行だった。けっして無理な什酉ではないし、強凰にし  

ても予想外ではなかったが、ただ怖じ気づいた自分の  

気持ちを、ついに立て証すことが出来なかった。   

ここには来年また兼よう。   

時間は1年ある。この間に知床への想いを1めてお  

こう、今よはもっと強くなれるように。  

31日 雪  

沈殿   

前日の天気予報で今日明日の沈殿は決めていた。明  

るくなってすぐに験tを行い、ブロックを積み嘉し、  

サイトの量■を行う。   

気■通報では日本海を★逢する低気圧と、太平洋を  

北兼に進む低気圧の急激な発達を告げていた．天気予  

報も大荒れを予想し、滅入ってくる。  

1月1日 ■時々雪  

8：30出発一鶉★尾根300m12：00   

壬天を、書高の低いさらに安全な所でやりすごすこ  

とを理由に下降を■絶する。   

下り始めた当初は、回復磯雇た丑り返すつもりはあ  

ったが、下っていく内に「もうやめようか」と気持ち  

がどんどん傾いていく。高よを下げるにつれて安ヰ感  

と自身への不甲斐なさがれ中に広がる。晴間は早いが  

せめてもう一日山にいようとテントを譲る。  

＜会■消息＞  

昭和34年法牢 清廉■也氏が平成13年3月9日ご逝去されました。  

ご六禰をお祈りいたします。  

忍細部肌  

いつも原稿ありがとうこざいます。最近は原稿もメールでいただ＜ことが多＜なりました。  

そこでお願いです。  

1．できるだけテキスト形式で送って＜ださい。  

之 機種異存文字を使わないで＜ださい。ウインドウズやマックなと機種によって見えない文字が  

あります。例えば①、（1）、U臥→なとは、機種によっては違う文字に変換されます。  

3．空白をできるだけ使わないで＜ださい。文字の体裁はこちらで整えます。  

もちろん手暮きの原稿も歓迎です。   BYPOO344＠ni托y．nejp 編集 矢倉睦  
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さよなら清原、ご機嫌よろしゅう。  

又会う時にも笑っておくれ。   

南 文一   

方が、山でも滅多なことでは弱音  

を吐かす、書霊においてもガンバ  

リ通して初志を成し遂げ、情念に  

生きたといえる。晴にはその強さ  

が札♯を生んだことがあるかも知  

れないが、特に事業を行っていく  

には、その■直な生き撫がよく大  

をなさしめたのだと感じさせられ、  

友人としては羨望と1簡の念を♯  

じ得ない。   

我ら、ひとた■び生をうけて、た  

だ一度の生涯を全うするために、   

rあの人は」と瞥められる何かを  

成し遂げたいものであるが、披は  

書霊♯として成井をあげた。今は  

自らも充足した境地にいることと  

轍僧している。また人生の1盛り  

において強い光苦を残して去って  

行くことは、毛■を見せることな  

く、羨ましくもあることだ。むし  

ろご♯簾、そして我々友人の中に  

までいつまでも生き続けることだ  

ろう。我々が彼と共に過ごした体  

験一陣闘を思うとき、忘れること  

は決してありえない。  

彼は今、何の制約も無い世界に  

いて、かつて若き日に見た穂高や  

ヒマラヤの●▲なt糠を、心おき  

なく渉れしていることであろう。  

山という■台で一途になれたあの  

時¶を共有した仲間として、去を  

失った寂しさに堪え、テントで、  

t漏で、ま声を張り上げて歌った  

数々の歌を、ひとり心の中で歌い、  

書への臓としよう。  

平成13年3月9日清原■也書  

が亡くなった。山の仲間の中から、  

「このごろ会合でもちょっと見な  

いがどうしたのだろう」と気にす  

る人が出始めた矢先、忽然と去っ  

ていった。必ず妨れるその晴であ  

ることは先々承知してはいるが、  

やはり■かすにはおられない。早  

すぎるというのが貴書な気持ちで  

ある。   

清原君劇ガンに犯されたのは3  

年前であったろうか。ガンでは先  

♯である私に「ガンの本を壬して  

くれ」といって兼た。ガンとはい  

わなかったが鷺慣はしていたと見  

えた。なまじっかな慰めなど何の  

貴韓も持たないことは経♯著とし  

て分かり切っていたので、残りの  

生の充★についての頓をした。   

その後元気になったので安心し  

ていたのだけれど、少しご九沙汰  

しているMに縞状が濃んだのか。  

ちょっと♯を■したの州はれる。  

別に何ができた駅ではないけれど、  

縫末尾一書に送ってやれなかった  

ことが残念でならない。  

凡≠面で、いい加薫で済ませら  

れない舅であった。冷たい冬のテ  

ント生着でも、必ずtで食糧をき  

れいにふ書取ることを苦にしなか  

った。私や、先に亡くなった■■  

■土着などのものぐさ組がとても  

まねのできない事で、これ幸いに  

彼に衝■をみてもらってズルをか  

ましていた。ヒマラヤヘの遵征や  

田内の山行、そしてボートレース  

やいろいろな儀しに、いつも■か  

ではあるが凡≠面に、きちんと目  

Eりをしていた披が居たことに、  

彼と一書した曹さんもきっと同じ  

急いを抱かれていたことと患う。  

彼は本当に山が、山岳会の仲間が  

好きだったのだ。  

昭和29年瀾沢での新人合僧で、  

■を痛めた清原と、借り物のナー  

ゲルで足に大きなマメをつくって  

下駄しかはけない私と、共に敗残  

兵よろしくとぽとぽと沢濃へ下っ  

たのが、付き合いの始まりであっ  

た。   

山へは在掌中の4年しか一繕し  

ていないが、卒暮してからも私書  

にわたって相職に彙ってもらって  

きた。彼は昭和39年、ランタンリ  

ルンヘ♯2次＃として出かけた。  

そのため会社を退欄していたが、  

ちょうどその折り私∬欄を建てる  

ことになり、故に全て面■みても  

らった。そんなこんなで何でも打  

ち明けられる友であった。   

先日、大儀先♯のお祝いの会に  

■を見せなかったので、気になっ  

て久しぶりに妨ねた。その晴は足  

が轟いと杖をついてはいたが、血  

色もよく元気でひと安心したのに、  

突然の†ト報だ。書き、本当に淋し  

さを感じた。その晴の鈷ではまだ  

ひと花もふた花も嘆かせるとの豪  

気込みであったのに、ホ■には■  

てなかったのか．  

彼は名の通り鉄のように王くて  

強い、背筋を■と張り、潤みを見  

せない、男らしい舅であった。新  

人の犠はまだかわいいボッチャン  

然としていて、書■に賓協しない  

生tな感じがあった。そんなとこ  

ろから「ボッチャン」とやや敬景  

気畦lこあだ名されたが、後年★霊  

♯になってからも、当たりは柔ら  

かだが芯は強く、あまり商人らし  

くなかった。一念を通すその生き  

平成13年4月22日  

四十九日法事の日に   

ー13一  


